
（ゆ）言葉として似ているけど、
どう違うの？
（鈴）特別支援学級は通常の学
校の中で支援の必要性が高い子
どもに対して、個々の実態に応
じた教育が受けられるような少
人数のクラスのことなんだ。在
籍児童の特性に合わせた指導
を受けることができるクラス
なんだ。
（毛）あ、それから通常学級に
在籍しながら、苦手な教科や障
がいの状態に応じた特別な指導
を受ける「通級指導教室」とい
うのもあるよ。
（ゆ）特別支援学校っていうの
はどういうところなの？
（鈴）さっきはクラス単位での
話だったけど、こちらは学校単
位。何らかの障がいがある子ど
もを対象にした学校だよ。個々
の特性にあった指導計画に伴っ
た丁寧な指導が受けられるんだ。
下野市には国分寺特別支援学校
があるね。
（毛）下野市だけでなく、小山市、
上三川町、野木町の生徒も通っ
ているんだよね。

た皆さんはどう考えるのかしら。
こういったことを考え続けるこ
と自体が生涯教育なのかもね。
（鈴）ドヤ顔にもほどがある。
（毛）気になるゆうぽんのドヤ
顔は下記のイラストにて！！

　掲載内容、記事へのご感想を
お待ちしています
　障がい福祉に関する現状など
を掲載していきます。掲載して
欲しい内容がありましたら取り
入れたいと思いますので、当セ
ンターまでご連絡ください。

について話をしていこうかと。
（ゆ）教育ね。これも幅が広そう。
（毛）イメージしやすいのは学
校教育だけど生涯教育っていう
言葉も聞くくらいだから、年齢
は関係なさそうですね。
【障がいと教育】
（ゆ）障がいがあることで教育
を受ける方法って変わったりす
るの？
（鈴）そうだね、今は個々の特
性に応じた様々な教育の形が設
けられているよ。
（毛）「療育」って聞いたことあ
る？
（ゆ）えー知らない、知らない。
それってどういうこと？
（毛）簡単にいうと、小さいこ
ろから自立に向けて取り組む治
療と教育のことを言うんだ。発
達に遅れがみられる子どもへの
トレーニングなんだけど、目的
に応じて色々なメニューがある
んだよ。
（ゆ）なるほどねぇ。学校につ
いてはどう？？
（鈴）特別支援学級と特別支援
学校というものがあるね。

んじゃない？ほら、さっき個々
の特性にあった指導っていう話
があったけど、同じ教室という
環境の中でそこをクリアする
のって簡単ではない気がするな。
（鈴）特性によって学び方を変
える必要性は確かにあると思う
よ。でも環境が分かれることで
距離が生まれてしまうのではな
いかな。そうすると、お互いが
お互いのことをわからない部分
が増えていって、結果的に共生
という考えからは離れてしまう
んじゃない？
（ゆ）ちょっと待ってちょっと
待ってお二人さん。このままだ
と朝まで続きかねない白熱ぶり
よ！
（鈴・毛）すいません、取り乱
しました。
（ゆ）でも、それだけ大切なこ
となのよね。これを読んでくれ

第十一歩 教育について
【第２ボタン文化？】
（ゆ）いぃぃまぁぁこぉそぉわぁ
かぁぁれぇぇめぇぇぇぇ。
（鈴）え？え？
（ゆ）いぃぃざぁぁ、さらぁぁ…。
（毛）おーい、おーい。
（ゆ）ちょ、何よ！人が折角仰
いだり尊んだりしているところ
なのに！
（鈴）だって涙ボロボロこぼし
ながら絶叫している姿ときたら。
（毛）まさにホラーでしたよ。
（ゆ）まぁ！失礼しちゃうわね。
卒業式のシーズンじゃない。こ
う、何とも言えないキュンとす
る感じっていうの？今月は市内
のそこかしこで展開されるのか
しらね、壮絶な第２ボタン争奪
バトルが。
（鈴）いや、最近の10代の子た
ちって、いわゆる第２ボタン文
化の存在自体知らない子もいる
みたいですよ
（毛）本当！？それは寂しい！
（鈴）時代は変わっているって
ことですよね。さて、今回は卒
業式の話からの繋がりで「教育」

【共生と教育】
（ゆ）一人ひとりの違いに応じ
て教育を受ける環境も変わって
くるのね。ねぇ、ここまでの話
でちょっと気になっちゃったん
だけど。
（鈴）なになに？
（ゆ）この瓦版のテーマでもある
「共生社会」ってあるじゃない？
でね、学校って１つの社会みた
いだと思うの。そう考えると、
障がいの有無に関わらず同じ地
域の子どもたちが同じ学校で過
ごすってとても大事なような気
がするわけ。２人はどう思う？
（鈴）うん、なるほど。確かにね。
やっぱりお互いが理解し合うと
いう点においては、同じ場所で
過ごす時間っていうのは大事だ
と思うな。
（毛）でもさ、その反面で同じ
環境で学ぶことの難しさもある
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